
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マナボーテ村上 
村上市生涯学習推進センター 発行 今月号の話題 

 村上地区放課後子ども教室支援者研修会 

 山北を知る講座         

 朝日緑の少年団 

 Co-Minkan でまちづくり講演会       

 社会教育委員紹介 

 サークル紹介        

回覧 

村上地区放課後子ども教室支援者研修会 

令和元年度の村上地区放課後子ども教室が

５月末から始まりました。村上小学校・村上

南小学校・瀬波小学校・岩船小学校・山辺里

小学校５校の低学年の希望者が参加していま

す。この教室では、地域の状況に合わせ、特

色を活かした内容で平日の放課後に「体験活

動」や土曜日午前中に「スポーツ・レクリエ

ーション」を楽しんでいます。 

５月１５日（水）には、放課後子ども教室

の支援者を対象とした打合せ会を兼ねた研修

会を実施しました。今年度の活動計画の説明

後、山辺里地区支援者代表の中村行善さんと

さ 
広報誌「マナボーテ村上」は村上市のホームページでも公開しています。 

地域の方と交流活動で子どもたちの社会性を育む 

昨年度まで山北地区でコーディネーターを担

当していた佐藤由美子さん、五十嵐紀子さん

に「地域の特色を活かした活動」というテー

マでお話しいただきました。山辺里地区では

まちづくり協議会との連携、山北地区では高

齢者大学との連携により地域の方と子どもた

ちとの距離がとても近い関係で、活動をとも

に楽しんでいる姿が印象的でした。 

地域の大人と子どもが共に楽しめる放課後

子ども教室を目指して、今後も他地区の活動

を共有する機会を設け、活動内容のスキルア

ップを図っていきたいと思います。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
い
る
様
子 

 山北地区公民館では、2 回シリーズで笹だんご作り講座を実施

しました。5 月 19 日（日）は笹の葉とヨモギを摘み、ヨモギの

茹で方などを教わりました。参加者が順番に茹で、天日干しをし

て乾燥ヨモギが完成しました。 

6 月 2 日（日）には、いよいよ笹だんご作りです。講師の説明

を受け、班ごとに生地を作り、各自あんこをきれいに包みます。

すげの巻き方も真剣に聞きました。出来上がった笹だんごの試食

では、講師への質問やだんごのいろどりや柔らかさ、笹の葉採り

などの話で会話がはずみました。 

参加者からは、「笹の葉採りから笹だんごが完成するまでの一連

の流れを教えてもらえてとても良かった」「楽しかった」などのた

くさん感想をいただきました。 

 

山北を知る講座 笹だんご作り講座 

朝日緑の少年団 育
はぐく

め、あさひの森で!!

郷（さと）に育ち 自らを高めるとともに、他の人々と共に高まろうとする学びの推進 

朝日緑の少年団は、５月１１日（土）にあさひの森で、森林学

習を行いました。あさひの森は、朝日中学校グランドのすぐ脇に

あり、おととし開催された第５８回岩船林業振興祭で記念植樹が

行われた会場です。 

 当日は、団員２７名、中学生のジュニアリーダー６名、指導員

８名、講師２名、計４３名でフィ－ルドワークを行いました。 

 ここには、１２６種類、３４６本の苗木が植えられており、そ

の用途や名前を講師の方から教えていただきながら、苗木の 1 本

1 本を観察しました。その後は、草刈りカマを使用する際の注意

点を指導いただき、苗木まわりの下草刈りも体験できました。団

員の児童からは、「下草刈りは、楽しかった」「いろいろな木の名

前が知れてよかった」などの意見が多く聞かれました。 

 

５月２４日（金）に、村上教育情報センターで「Ｃｏ－Ｍｉｎ

ｋａｎ（こうみんかん）でまちづくり」講演会を行いました。講

師に「第３０回全国公民館セミナー」でパネリストを務めたＣｏ

―Ｍｉｎｋａｎ普及実行委員会共同代表・コミュニティデザイナ

ーの出野紀子氏にご講演いただきました。 

公民館職員をはじめ、公民館運営協力員や社会教育委員など市

内外から多くの方にご参加いただきました。 

 戦後間もなく、敗戦で荒廃した人の心と暮らしを改善するため

に考案された「公民館」が全国に普及していきました。現代の課

題解決に「つどう」「まなぶ」「むすぶ」大切さを再認識しました。 

講師からの「どんな集いの場をしてみたいか」という問いに参

加者は、「旅行をテーマに、情報交換や語学学習したい」といっ

た意見もありました。 

Ｃｏ-Ｍiｎｋａｎでまちづくり 「○つ なぐ」「○ま なぶ」「○む すぶ」



【にいがた連携公開講座】 

～あなたの知らない大相撲の世界～ 

相撲の歴史、番付の見方、力士の給料など、相撲を

楽しむための基礎知識を聞いてみませんか。元力士

の臥牛山朝猛氏のトークセッションも予定。 

と き ７月１３日（土） 

    午後１時３０分～３時３０分 

ところ 教育情報センター 

講 師 新潟産業大学 教授 片岡 直樹 氏 

入場料 無料 

申込み ７月５日（金）までに中央公民館へ 

    TEL５３－２４４６ 

【アンガーマネージメント講座】 

～怒りの取扱説明書～ 

イライラと上手に付き合う方法を学んでみませんか。 

と き ７月２０日（土）午前１０時～１１時３０分 

ところ マナボーテ村上 

講 師 子育て支援ファシリテーター 立松 有美 氏 

定 員 ３０名程度（先着順） 

参加費 無料 

申込み ７月１２日（金）までに村上地区公民館へ 

    TEL５３－５１１１ 

【「文芸むらかみ 第 10 号」の作品を募集しています】 

募集作品 短歌・俳句・川柳・詩・随筆・コント（小品）  

募集期間 ７月１９日（金）まで 

募集方法 各地区公民館に備え付けの原稿用紙に必

要事項を記入の上、応募してください。 

そ の 他 発行は１１月を予定しています。 

問 合 せ 中央公民館 TEL 53-2446 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷（さと）を育て 社会や地域の向上に貢献していこうとする学びの推進 

イベントのお知らせ
【荒川芸能まつり】 

荒川地区文化協会の加盟団体による芸能まつりを開

催します。芸能愛好家による歌や踊りなど盛りだく

さんです。 

と き ６月２３日（日）開場：午後０時３０分 

と き ６月２３日（日）開演：午後１時 

ところ 荒川地区公民館 

入場料 無料 

その他 申込みは不要です。 

直接会場へお越しください。 

問合せ 荒川地区公民館 TEL６２－３０５０ 

 

【村上パパスクール】 

～親子で楽しむおもしろ運動教室～ 

リズムジャンプ、ボッチャ、靴下玉入れなど、ゆる

くておもしろい運動遊びを親子で楽しみましょう。

ミニ子育て講座付き。 

と き ６月２３日（日）午前１０時～正午 

ところ 村上体育館 

講 師 ウェルネス村上 木村 道子 氏 

    村上ｏｈａｎａネット 

副代表 渡辺 展生 氏 

参加費 無料 

持ち物 記名した靴下２足（洗濯済みであれば、履

き古し可）、内履き、タオル、飲み物 

対 象 親子（３歳～小学校低学年のお子さん） 

申込み ６月２０日（木）までに中央公民館へ 

    TEL５３－２４４６ 

 

【子どもが絵本と出会うとき】村上地区公民館共催  

絵本を通じて親子のふれあい方を学びましょう。 

と き ７月３日（水）午前１０時～１１時３０分 

ところ マナボーテ村上 

講 師 新潟子どもの本を読む会 

    代表 野上 千恵子 氏 

対 象 乳幼児の保護者 

    読み聞かせのボランティア活動をしたい人 

定 員 ３０人（先着順） 

参加費 無料 

申込み ６月１８日（火）～２９日（土）の間に 

山辺里子育て支援センターへ TEL５３－１５７７ 

 

 

 

文
芸
む
ら
か
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第
9
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よ
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俳
句
』 

白 

沢 

陽 

子 

雪
に
明
け
雪
に
暮
る
る
や
越
の
海 

各
公
民
館
で
頒
布
中 

       



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私
は
、
委
員
に
な
り
２
年
目
に
な
り
ま
す
。「
ス
ポ
ー
ツ
・
青

少
年
」
を
テ
ー
マ
に
ほ
か
の
委
員
の
方
々
と
話
し
合
い
を
行
っ

た
り
、
色
々
な
勉
強
会
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

現
在
、
年
金
を
も
ら
う
年
代
と
な
り
、
私
の
周
り
の
環
境
は

ず
い
ぶ
ん
と
変
化
し
ま
し
た
。
今
は
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
畑
に

精
を
出
し
、
20
年
前
に
始
め
た
水
泳
も
続
け
て
い
ま
す
。
40
代

の
こ
ろ
村
上
市
中
央
公
民
館
（
現
在
当
時
の
建
物
は
あ
り
ま
せ

ん
）
で
社
会
教
育
指
導
員
を
10
年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
幼
児
、
小
学
生
、
成
人
対
象
の
講
座
を
い
く
つ
か
担
当

し
た
中
で
、
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、
登
山
や
キ
ャ
ン

プ
な
ど
の
自
然
体
験
活
動
の
講
座
で
す
。
子
ど
も
た
ち
や
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
た
ち
と
の
交
流
の
中
で
、
多
く
の
感
動
を
も

ら
い
、
自
分
自
身
も
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
年
齢
に

か
か
わ
ら
ず
初
め
て
の
体
験
活
動
は
、
必
ず
や
人
生
の
プ
ラ
ス

に 

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

新
し
い
年
号
「
令
和
」
の

時
代
に
皆
さ
ん
も
何
か
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

 

広報紙「マナボーテ村上」の問合せ先  村上市教育委員会 中央公民館（生涯学習課内） 

TEL：５３－２４４６  FAX：５３－２９７７  e-mail：manabi@city.murakami.lg.jp 

社
会
教
育
委
員
の
「
佐
藤
富
美
子
」
で
す 

 
 

私
た
ち
は
、
荒
川
地
区
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
手
話
サ
ー

ク
ル
で
す
。
も
と
も
と
同
じ
手
話
奉
仕
員
講
座
を
修
了
し
た
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
り
設
立
し
た
サ
ー
ク
ル
な
の
で
会
員
は
荒
川
地

区
に
と
ど
ま
ら
ず
、
胎
内
・
神
林
・
岩
船
・
村
上
・
朝
日
地
区

と
い
ろ
い
ろ
な
地
区
か
ら
集
ま
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
後
新
し
い
会
員
も
増
え
、
昨
年
度
か
ら
新
潟
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
の
手
話
サ
ー
ク
ル
さ
ん
も
加
わ
っ
て
会
員
登

録
も
30
人
を
こ
え
ま
し
た
。 

 

活
動
日
は
、
毎
週
月
曜
日
・
午
後
7
時
30
分
～
9
時
ま
で

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て

日
常
で
使
え
る
手
話
を
学
ぼ
う
」
を
目
標
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
ろ
う
あ
者
が
普
段
使
う
自
然
な
手
話
表
現
を
習
得
し

た
い
と
思
い
、
サ
ー
ク
ル
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
村
上
市
や
胎 

内
市
の
ろ
う
あ
協
会
が
行
う
イ
ベ

ン
ト
に
も
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
と
楽

し
い
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
手
話

表
現
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

創
立
し
て
ま
だ
5
年
ほ
ど
の
サ

ー
ク
ル
で
す
が
、
会
員
同
士
が
協
力

し
て
活
動
す
る
楽
し
い
サ
ー
ク
ル

で
す
。 

 

社
会
教
育
委
員
紹
介 

 

佐
藤
富
美
子
委
員
（村
上
地
区
） 

  

サ
ー
ク
ル
紹
介 

社会教育行政の運営について審議する社会教育委員（公民館運営審議会の委員兼務）の皆さんをご紹介します。公募・その

他社会教育に係る団体より委員として、教育委員会より委嘱を受けた 14 人で構成され任期２年で活動しています。３つの

分科会に分かれ「伝統・歴史の伝承」「循環型社会の構築」「スポーツ・青少年」をテーマに調査研究を進めています。 

「
荒
川
手
話
サ
ー
ク
ル 

シ
ェ
ル
」
で
す 

郷（さと）が育てる 地域の子どもを地域のみんなで育てる教育活動の推進 


